
発言順位３    ２番 小 栗 宏 之 議員 （一括質問）

 １ 磐田市の公共交通について 

(1) デマンド型乗合タクシーの利用者が増加するなか、磐田市の地域公共

交通の新たな問題点は何であると考えているか伺う。 

(2) 公共バス路線で現在「単独継続困難路線」の対象となっている路線で

の利用客数や利用目的、利用時間帯の動向を伺う。また、その路線利用

者からの意見・要望等を把握し対応しているか伺う。 

(3) 年々便数等が減少している事業者バス路線やデマンド型乗合タクシ

ーでは対応が難しい地域、時間帯、利用者のために磐田市運営の小型コ

ミュニティバス等を運行させる考えはあるか伺う。 

(4) 高齢者の運転免許証返納や若者の自立支援等の施策が推進されて 

いるなか、市民生活の利便性を高めるため、各地域の拠点、市の主要施

設、学校等を結ぶ新たなバス路線、公共交通ネットワークの整備・運行

について「磐田市地域公共交通会議」等において検討されているか伺う。 

２ 防災対策について 

(1) 河川流域の地震・津波対策について 

（国管理河川の天竜川をはじめ、太田川、今ノ浦川、仿僧川等） 

① 地震災害時、市内の河川流域・堤防周辺において、液状化等により

堤防の耐震性が低く堤防決壊等の危険度が高いと想定されている市

内地域・地点はどこか。またその危険性に対しどのような対策、市民

への周知が行われているか、国・県との連携についても含めて伺う。 

② 海岸防潮堤の建設が進むなか、東日本大震災において多くの河川 

で発生した、津波が河川を遡上し河川堤防を越流する「河川津波」が

地震災害時には本市でも予想されるが、その危険性に対する磐田市の

認識と被害が想定される市内の地域・地点はどこであると考えられる

か伺う。 



③ 津波が河川堤防を越えてきた場合の避難指示・誘導・避難場所等 

具体的な磐田市独自の避難計画策定に向けた研究・検討・シミュレー

ション等や避難施設の建設等の検討は行われているか。また大学や各

種研究機関等と連携しての避難計画等の策定は検討されているか、検

討を予定しているか伺う。 


